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研究目的： 
現在，ICM に対する最終的な治療法は，心移植か，LVAD である．ICM に対する新たな治
療方法が研究されているが，様々な問題点から臨床応用へは至っていない．近年注目され
ている脱細胞化組織は異種及び異所性拒絶を生じず，その粉末には，組織治癒や再生を促
進する作用が報告されている．本研究では，脱細胞化組織粉末による自己治癒能力を活用
した新たな心筋梗塞治療の可能性を調べた． 
 
研究方法： 
HHP を用いて，Wister rats の心臓・肝臓組織粉末を作製し，HE 及び SEM で形態的に評価
し，さらに細胞毒性および細胞遊走性試験を行った．肝臓および心臓の脱細胞化組織粉末
をフィブリン糊と併用してラット皮下埋植を行い，肉眼的および組織学的（HE染色）に評
価した．ラット心筋梗塞モデルにおいて，梗塞部位に対して，無処置，フィブリンゲル添
加，脱細胞化肝臓組織粉末フィブリンゲル添加を行った．脱細胞化肝臓組織粉末ゲルの心
筋梗塞部巣に対する影響を組織学的（HE染色および CD34+免疫染色）に検討した． 
 
研究結果: 
 心臓および肝臓の脱細胞化組織粉末には細胞毒性は認めらなかった．細胞遊走性を肝臓
組織脱細胞化粉末に認めた．ラット皮下埋植実験において，脱細胞化組織粉末・フィブリ
ンゲルには新生血管の誘導を認め，HE染色ではゲル内への細胞浸潤を認めた．特に肝臓組
織粉末で強い細胞浸潤を認めた．ラット心筋梗塞モデルにおいて，梗塞巣周囲には，新生
血管と細胞集積を認めた．脱細胞化肝臓組織粉末・フィブリンゲルの添加により，血管新
生の著しい増生と梗塞巣中心部に残存する心筋組織を認めた（HE 染色）．集積する細胞を
CD34 免疫染色で評価を行ったが，処置による明らかな差は認めなかった． 
 
考察・結論: 
脱細胞化肝臓組織粉末ゲルが，血管新生を増強し，壊死組織周囲の心筋壊死を抑制したと
考えられる．脱細胞化粉末を利用した新たな心筋梗塞治療の可能性を示した． 
 
